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【目的】肝臓移植に代わる肝疾患治療法の確立を目的とし、細胞を用いた肝機能

補助法が研究されている。本研究では肝細胞移植により肝機能を補助する方法と

して、摘出した脾臓を細胞移植のためのカプセルとして使用する新規の方法「カ

プセル化脾臓法」を考案し、その有効性についての検討を行った。 

【方法】マウス（メス)より摘出した脾臓に同系マウス(オス 7 週齢)より単離した

初代培養肝細胞 4.0×106 cells を注入し、この脾臓（カプセル化脾臓）を同系マ

ウス（メス）腹腔内に挿入し臓器や腹膜に接着させた。移植後、残存する移植細

胞数はＹ染色体残存量より測定し、肝特異的遺伝子の発現を RT-PCR にて測定した。

また無アルブミンラット(NAR)にカプセル化脾臓法を用いて正常ラット肝細胞を

移植し血中アルブミン濃度を ELISA 法にて経時的に測定した。 

【結果】腹腔内に移植したカプセル化脾臓は移植５日後までに宿主と移植塊とを

つなぐ血管系を自己形成し宿主の血流が循環していた。また移植１週間後に移植

細胞の３５％にあたる移植細胞の生存が確認され、Albumin、HNF4、CK18、Cyp1A2

などの遺伝子発現を維持していた。カプセル化脾臓法を用いて正常ラット肝細胞

を移植した NAR ラットでは、血中アルブミン濃度が大幅に増加し、肝機能を代用

している事が確認された。 

【考察】本研究で示したカプセル化脾臓法により腹腔内に血流の供給された新生

臓器を形成し、初代培養肝細胞を高い生存率をもって保持し、肝機能を補助する

事が出来た。この方法は細胞移植による肝機能補助法の確立に有効な手段となる

と考えられる。また in vivo における実験環境として肝臓以外の細胞を用いた様々

な研究にも応用できる可能性がある。 


